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•昨日京都で未就
学の基礎疾患な
い子どもの死亡
が報告された

•子どもへのワク
チン接種加速か

全国



東京都



塩野義の新型コロナ治療薬 まだ承認されず



新型コロナの感染状況の今後
•新型コロナの感染者数は微減状態

•感染による死者も減少傾向 ＞200人前後を行き来

•国の方針 ＞「まだ警戒を怠ってはいけない」

•ワクチンの３回目接種 ＞子どもへの接種も

• 子どもはファイザー製 １/３ ３週あけて２回目

•春休みを警戒

•BA2への入れ替わりを警戒

•当分完全には安心できる状況にならない

第７波を警戒



国際女性デー
国際基準にほど遠い日本の状況



３月８日 国際女性デーでの日本
•日本が世界103位

•昨年80位

•移動の自由や年金
では格差はない

•待遇や賃金で大きな
差がある

•政治家は声には出
すが実行しない



世界銀行の発表
•女性の起業環境も
最悪

•銀行の貸出要件で
差があるのか？

•既婚未婚でも差が

•職業選択にも差が
ある

•法的平等を改善す
る必要がある



色々な機関が算出している
•世界経済フォーラムでは 120位/156か国（2021年）

•政治・経済・教育・健康の４分野

•１位ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ 0.892 102位韓国 0.687 日本0.656

•ｲｷﾞﾘｽのエコノミスト誌の女性の働きやすさでは先進
国28位/29か国(2021年) ６年連続同じ28位

•女性がいまだに家庭と仕事のどちらかを選ばなけれ
ばならないことが判断材料

•１位ｽｳｪｰﾃﾞﾝ ２位ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ

2014年 101位



上智大学 ジェンダー平等研究会
•フルタイムの仕
事に就く割合や
賃金など七つの
指標で比較

•指数「１」が平等

•東京政治で１位
だが 0.292

•静岡が最低



大きな課題を解決しなければならない
•日本は決して女性を格下にしてきたわけではない

•平安時代 女性は重要視されていた

•鎌倉時代 御家人の相続は男女平等であった

•といいながら律令時代には戸主は男として戸籍作成

•家督相続＝男性という図式

•江戸は２/３は男性 ＞ 武士社会・参勤交代

•明治以降 欧米化したが女性の地位は顧みられず

•戦後になって普通選挙で女性に選挙権が与えられた



ジェンダー問題をもっと前面に
•様々な場所で考える



韓国の新しい大統領決定
前途多難な予想



韓国大統領選挙が終了
•大接戦の結果

•尹錫悦氏が勝利

•李在明氏と僅差

•48.56% 47.83% 0.73差

•過半数を取れず完勝

とはなれず今後の政権運営に暗雲

•議会も「共に民主党」が60％を確保している

•「国民の力」と「国民の党」の合同へ



尹氏の課題
•李氏が選挙戦で常に指摘していた「政治経験なし」
の不安

•北朝鮮に強硬姿勢

•日本に対してはシャトル外交を行い関係修復へ

•日米韓の連携を強化

•自営業者等への補助金 若い世代の子どもへの補
助金 基礎年金引上 兵士の給与引上 等約12兆円

•財源をどうするか

日韓関係は徴用工問題など即解決は厳しい



ウクライナ問題は長期化？



現在のキエフの状況



民間人の犠牲者はどのくらい
•国連人権委員会の発表 ３月９日

•ウクライナ人の民間人被害者１４２４人（死者５１６人、
負傷者９０８人）を確認

•ウクライナ政府の発表 ３月３日

•民間人2000人を超える犠牲者

•３月９日 マリウポリ 1300人を超える死者

•がれきの下に眠っている犠牲者もいるはず

•実数はもっと多くなるといえるだろう



安保理で応酬
•ロシアの原発攻撃
に対しての緊急会
議の場
•ｼﾞｭﾈｰﾌﾞ条約違反
•甚大な被害を予想
•極めて無責任

•ロシアはｳｸﾗｲﾅの
自作自演と反論



ジュネーブ条約等の国際法
•国際的に人道に関わる法律

•犠牲者保護から

•捕虜の扱い

•人の道にもとるもの

•危険性の高いもの

•化学兵器

•生物兵器

•対人地雷



ジュネーブ条約の誕生
•アンリ デュナン スイスの実業家

•ノーベル平和賞第一回受賞者

•1859年 イタリア統一戦争で多くの犠牲者を出す

•この惨状を何とかしたいと考える

•敵であろうと味方であろうと負傷者は平等に救助す
るべきであり、そのために平時から救護団体を組織

•赤十字社の誕生

•1864年 ジュネーブ条約が誕生



拡大するジュネーブ条約
•基本的には戦争に参加しない人を守ることを目的

•生活基盤を守ることも目的

•「生きること」という権利を保障する

•第二次世界大戦後条約に様々な条項が加わる

•非人道的な行為が多発しないようにするため

•大量破壊兵器

•人体に大きな負担を与えるような兵器

•民間人や傷病兵、医療関係者の保護 等



特定通常兵器使用禁止制限条約
•1980年 ジュネーブで締結された条約

•非人道的な効果を有する特定の通常兵器の使用の禁
止又は制限

•①検出不可能な破片によって傷害を与える

•②地雷

•③焼夷弾

•④レーザー光線

•今回は①にあたるもの

•核兵器に次ぐ威力を持つ 第二の核兵器といわれる



様々な兵器が投入されている
•クラスター爆弾

•爆弾内に大量の子爆弾を抱えていて殺傷力大

•2008年12月 ノルウエー・オスロでクラスター弾使用
禁止条約が締結

•１個 1500万円

•サーモバリック弾

•燃料気化爆弾ともいう

•火薬を使わず高速で広範囲を焼き尽くす



サーモバリック弾

大量の酸素を消費するので、この爆弾の被
害は窒息死や内臓破裂など多岐にわたる

核兵器に次ぐ第二の核兵器（核は未使用）



クラスター弾とは
•爆弾本体に大量の子
爆弾を搭載

•空中で爆弾本体が分
解

•中の子爆弾が広範囲
に落下して爆発する

•１発で効果的な爆撃

•問題点は不発弾が多
いこと



セルビアがロシア支持
•３月５日 セルビア
でロシア支持の集会
が開かれる

•長い付き合い

•経済的にもロシア依
存

•コソボ独立で国連加
盟をロシアが反対



３回目の停戦協議
•ロシア側は追加項目を提示

•一歩も譲らない方向明確

•ウクライナ側は徹底抗戦

•人道回廊のさらなる設置

•一部で避難が始まる

•避難しない住民も多い

•総攻撃の可能性が高まる

•最悪の方向に向かうかも



ロシア軍の侵攻が拡大
•国境に集結していた
15万人の部隊全部
がウクライナ領に
•東側 南側を制圧し
西方向に転戦
•ウクライナ西部でも
空爆が行われている
•ミサイル710発
•3000両の戦車・装甲
車



難民の数
•毎日多くの避難
民が隣国に

•UNHCRは最大
500万人が隣国
にわたると試算

•ｳｸﾗｲﾅの人口
は約4420万人

•9人に１人が難
民になる

ロシア系の避難民



難民受け入れ
•岸田首相はウクライナ
問題で生じた難民の受
け入れを表明

•日本との関係の深い人

•ﾄﾞﾝ・ｷﾎｰﾃの運営会社
が100組の難民を受入

•自治体も受入表明



人道回廊の設置
•４都市に対しての人道
回廊の設置

•行き先はロシアはベラ
ルーシ

•ウクライナ側は拒否

•ﾛｼｱ側は設置したのに
使わないのはｳｸﾗｲﾅ

•口実に攻撃をする



アノニマスのニュース



アノニマスというのは
•Anonymous＝「匿名」「名無し」という意味の英語

•2006年頃 ｲｷﾞﾘｽで結成されたと言われるﾊｯｶｰ集団

•情報の自由など共通の理念に賛同する人々による
社会運動

•自由に対する脅威に対してウｴブ上で大規模な攻撃

•麻薬組織への対抗

•ネットいじめの犯人探し

•国際連合のサイトに台湾のページを作成 など



ゼレンスキー大統領がｲｷﾞﾘｽ議会で演説



苦しむロシア兵
•ウクライナ側に捕まったロシ
ア兵への対応

•ロシア兵は侵攻の目的を知
らなかった

•十分な情報を与えられてい
ない

•一般人を攻撃するのを躊躇
うと銃撃される

•厭戦意識が高まる



捕虜となったロシア兵



どこまでやるのか
•偽情報禁止法が
４日国会で可決

•ロシア軍に関す
る偽情報を広め
た場合禁固15年

•外国ﾒﾃﾞｨｱも対象

•偽情報を判断す
るのは政府

•BBCは引き上げ



•ウクライナが原爆製造を行っている

•その証拠を示すため



原発に問題
•現在でも攻防が続
くチェルノブイリ原
発で電源喪失

•冷却水を作る電源
が自家発電のみ

•48時間分しかない

•直ぐには危険とは
ならないものの即
対応が必要 ＞昨日ベラルーシから電気が送られたとの報道



ロシアの報復
•経済制裁の対象に金融やエネルギー源がある

•ロシア産原油や天然ガスをヨーロッパに送らない事
もあるか？

• ISSの維持管理に対して関係を切る

•アメリカにロケットエンジンの供給をしない

•現在ISSにはｱﾒﾘｶ・ﾌﾗﾝｽ・ﾛｼｱの飛行士がいる

•小麦の生産・輸出で ロシア・ウクライナは重要な国

•現在は生産・流通で大きな問題となっている

次回の地球帰還時にｱﾒﾘｶ人は乗せない



外相会談がトルコで開催
•ラブロフ外相とクレバ外
相の会談

•進展はなし

•ラブロフ外相は停戦は
今回の話題ではない

•今後ベラルーシで開か
れる会議で前進を期待



１枚の写真が問題に
•NATOが国
際女性デー
で掲載

•ウクライナ
の女性兵士

•我々は見逃
してしまう

•写真は削除



女性兵士の胸元に見える印
•胸元の車輪のよ
うな模様
•これがシュバル
ツェ ゾンネと言
われるもの
•ナチスの親衛隊
が神聖視した印
•1990年代になっ
て極右やネオナ
チが使用開始



これが何を示すのか
•この紋章を使うのは極右かネオナチに限られるという

•2014年 ウクライナ東部のドンバス地方等での紛争に
対応するために組織されたのが「ウクライナの愛国
者」

•2015年 ウクライナではナチズムや共産主義のシン
ボルの使用禁止を法律で定めた

•このグループが極右・ネオナチ思想の支持者で構成

•これをプーチン大統領が取り上げた

＞アゾフ連隊 ＝民兵組織



それぞれの主張
•ロシア側

•ウクライナのネオナチが住民を盾に戦っている

•人道回廊もネオナチが攻撃している

•ウクライナ側

•ウクライナにはユダヤ系の住民が多い

•ゼレンスキー大統領もユダヤ系である

•プーチンこそが国籍が違うというだけで住民を殺害
していると主張



ロシアの更なる政策
•撤退した企業に断固たる対
応を行う

•撤退した外国企業の資産接
収を考える計画

•接収した企業は国営化

•重要なのは組織の活動と雇
用を守ること



ロシアの新しい主張
•アメリカはウクライ
ナで生物兵器を研
究してる

•ペスト 炭疽菌など
の廃棄を命じた資
料を発見した

•ｱﾒﾘｶは説明すべき

•安保理に提案

•ｱﾒﾘｶは全面否定



ロシアの異常事態
•各地で展開される反戦デモ

•警察には収容しきれないほどの逮捕者がいる

•筑波大教授の中村逸郎氏の話

•現在ロシアの議会で話し合われている法案

•警察に収容しきれない逮捕者をウクライナ戦の戦場
に移動させる

•ウクライナ側に寝返ることも考えどのような仕事にす
るのかは分からない



ロシア国内で報道されていること

プーチン大統領のテレビ演説を見ているサンクトペテルブルクの女性



キエフのテレビ塔
•３月１日 キエフのテレビ塔がミ
サイル攻撃を受けた

•欧米ではロシアによる攻撃と報
道

•情報発信を抑えるため

•ロシアではウクライナ側の偽装
攻撃であると報道



•ロシアの通信社は2014年の紛争で破壊されたｳｸﾗｲ
ﾅ軍の車両の写真を今回再利用してロシア軍が使っ
ているZの文字を加えてロシア軍を撃破したとしてい
る。



ロシアの国営放送の内容
•ロシアは東部ドンバスでの戦闘を報道

•ウクライナの非武装化・非ナチス化のための「特別
軍事作戦」を行っている

•ドンバス地方でウクライナ軍が戦争犯罪を犯したと
非難

•ウクライナ市民を脅かすのはロシア軍ではなく、「ウ
クライナのナショナリスト」だ

•民家砲撃はウクライナ軍がロシア軍の行為と偽る為



ロシアの国営放送の内容
•連中はまさにファシストそのもののように行動する

•ﾈｵﾅﾁは武器を民家の横に設置するだけでなく、子
どもが地下室に避難している家のそばにおいている

•ｳｸﾗｲﾅが女子ども、高齢者を人間の盾にしている

•キエフやハリコフへの攻撃はあまり報道せず

•報道しても攻撃したのはウクライナ軍であると説明

•この戦いは西側の脅威からロシアを守ること

•プーチン大統領が声明で同じことを言っている



ロシア国内のニュース
マリウポリの状況



ロシア国内のニュース
経済制裁はロシアには影響なし



テレビ東京がモスクワの市民にインタビュー


